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　　　昭和二十五年入月一臼爽行
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f
一
遍
の
僧
川
膿
脚
の
冷
蝸
佛
に
つ
い
て
一

河
野
憲
善

思
辮
論
理
の
可
能
性
に
就
い
て
（
承
前
）

山
本
清
幸

宗

儲
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ｶ
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實
存
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顯
｝
（
完
）
・
：
・
：
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キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
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臨
叩
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瓢
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芯
舳
城
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石
　
津
　
照
　
璽

京都大墨文學鶴内
　京都哲學會



京
都
興
趣
會
規
約

、
本
曾
揺
は
廣
義
に
お
け
る
哲
思
学
の
研
究
と
そ
の
煎
“
及
を
綱
る

こ
と
を
員
的
と
す
る

、
右
の
臼
阿
的
の
た
め
に
次
の
琳
轍
木
を
押
打
ふ

の
　
毎
月
一
同
獅
究
會
を
開
く

口
　
簿
年
公
開
講
演
暫
を
糊
く

に
9
　
毎
月
一
隅
「
哲
學
研
究
」
を
炎
行
ず
る

、
庫
・
倫
鎚
の
蹴
業
を
懸
行
ず
る
た
め
に
黍
員
弾
辮
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
暫
學
科
敏
官
及
び
委
員
會
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

、
本
愈
は
會
員
競
織
と
し
、
’
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
餓
臨
獄
∴
圃
書
館
・
典
他
の
㎜
隅
撫
は
…
隅
髄
の
名
を
川
以
て
入

禽
す
る
こ
と
も
で
き
る

、
曾
員
は
禽
費
と
し
て
奪
五
四
〇
圓
、
又
は
牛
年
嵩
七
〇
幽

を
潮
納
す
る

、
魯
嶽
は
脅
樋
樋
瞼
の
配
謝
か
一
受
け
、
ノ
曾
紬
鱒
に
鞭
告
す
る
藩
州
種
の

行
寧
に
繊
席
す
る
こ
と
が
で
甦
る

、
本
曾
は
離
務
所
を
寮
瓢
大
學
文
學
部
内
に
お
く

、
本
禽
紺
祝
豹
の
改
正
騨
窟
災
臨
は
一
凄
鋲
命
“
の
映
灘
晒
に
よ
る
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の
に
濾
し
、
鮒
考
は
訓
練
懸
盤
し
ハ
¢
穿
つ
旨
目
高
鍵
戸
ヨ
σ
餐
）
な
る
語
を
提
唱

ナ
る
こ
　
こ
の
隙
啓
激
の
闘
懸
は
既
に
瀞
敏
理
學
婆
論
規
（
勧
版
、
晶
剛
篇
…

九
…
　
九
年
、
後
篇
…
…
…
古
年
）
の
う
ち
に
輪
ぜ
ら
れ
て
る
る
が
、
今
隅
の
著

轡
に
お
滋
、
は
六
幸
八
翼
を
費
長
、
謙
細
に
彼
の
立
場
を
展
耀
て
る

る
。
も
と
よ
り
被
添
イ
鵬
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
救
濟
啓
還
（
幣
蚕
扇
・
・
－

○
浮
圃
き
鴛
讐
嶺
）
を
激
励
ナ
る
こ
靴
に
お
い
て
人
後
に
落
ち
る
嚢
で
は
な

い
。
け
れ
ど
癒
救
濟
啓
類
は
原
留
敵
を
鶴
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
轡

は
後
嚢
な
し
に
は
意
瞭
を
な
さ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
麟
と
し

て
獣
っ
の
鰍
圃
が
際
げ
ら
れ
る
の
　
…
．
キ
リ
ス
塾
の
輻
欝
ほ
雛
の
激
し
の
編

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
シ
あ
ル
ト

瞥
で
あ
為
が
、
そ
れ
は
馨
費
あ
る
も
の
と
し
て
の
人
簡
に
缶
げ
ら
れ
る
。

聯
の
鴬
恋
及
び
命
命
が
豫
め
知
ら
さ
れ
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
鋤
し
て

羅
蜜
な
血
録
ふ
こ
と
も
議
峯
な
い
磐
で
あ
る
。
…
∵
、
不
償
が
撮
で
あ
る
が
た

め
に
は
、
人
閣
は
鞭
め
繍
　
に
つ
い
て
知
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
が

錨
曜
に
幾
鳥
〃
で
－
も
　
騨
の
舳
糠
を
闘
…
い
卍
蓮
・
餅
…
れ
ば
こ
払
」
、
キ
リ
ス
ト
の
晶
岡
に
総
…
た

義
き
之
を
聯
の
欝
と
し
て
鷲
識
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
り
、
そ
の
可
能

性
が
薦
握
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
れ
を
さ
う
認
め
よ
う
と
し
な
い
不
欝
が
雛
と

睡
ば
れ
得
る
。
蹴
、
編
欝
は
問
へ
の
讐
、
期
待
の
蟹
湘
挽
で
あ
る
。
そ
れ
が

イ
ス
ラ
エ
ル
の
み
な
ら
ず
、
奄
入
獺
の
待
凝
を
瀧
た
す
勇
の
で
あ
る
が
故

に
資
に
編
麿
と
陣
ば
れ
る
に
激
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
此
の
鑛
は
練
瞥

類
を
蘭
提
と
し
な
け
れ
ば
考
へ
ら
れ
な
い
。
か
く
て
覇
宗
敏
の
羅
災
は
此

の
綴
…
啓
派
の
㎞
撒
念
の
・
り
ち
・
に
欝
肺
入
、
れ
ら
れ
、
呼
〃
㎏
れ
ら
に
晶
於
い
て
輿
へ
ら
れ
一

る
翼
纐
が
魏
何
に
堺
完
鰹
な
誌
の
で
あ
る
に
ぜ
よ
、
そ
れ
は
線
啓
承
に
編

ナ
る
襯
の
鉦
し
て
救
瀦
魯
澱
瓢
よ
つ
て
究
威
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
た
の
て
あ

磁
な
く
も
◎
頓
．
聯
O
一
Φ
同
）
。
こ
の
繊
勘
散
胃
…
憲
を
議
め
く
磯
悌
穏
泌
獅
緊
賀
翻
㎜
し
ょ
、
り
と
み
3
曜
韻
パ
ル

峯捧

ト
の
態
口
番
を
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
ほ
讐
誌
罵
た
撒
姻
閣
鷺
（
鑛
ぴ
農
引
戸
瑛
甥
帥
触
｛
継
嗣
O
帰
一
ひ
院
）

と
弾
ん
で
み
る
（
も
∩
●
⑦
。
。
）
。
バ
ル
ト
の
縫
論
は
尊
く
先
験
主
義
的
・
抽
象

酌
1
一
話
∬
ρ
驚
…
o
門
島
ぢ
。
閉
簿
溺
欝
濁
（
ω
袖
3
と
も
評
し
て
み
る
。

バ
ル
ト
が
之
に
…
聴
し
て
何
う
讐
へ
た
か
、
私
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
恐
ら
く

十
歎
年
調
の
ブ
ル
Y
ナ
1
へ
の
、
ナ
イ
ン
」
を
淡
定
的
な
竜
の
と
し
て
、

改
め
て
答
へ
る
必
要
な
し
と
し
て
み
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
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簿
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授

山
　
本
　
滴
　
療
　
　
九
頻
大
雛
薫
製
都
（
醤
　
雛
）
助
敷
授

河
　
野
　
襟
　
鞍
　
　
島
根
大
鷲
敷
育
雛
部
（
犠
攣
）
助
敏
授

麿
賀
鐵
太
郷
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大
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轟
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（
塞
賛
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難
）
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授

丈
學
博
士

六
識



68

・
醤
畢
硲
究
　
籍
篇
署
九
十
眠
號

瑠
で
あ
る
と
愚
ふ
。
　
　
　
，

　
　
六
携
十
七
鷺
（
土
）
午
簸
一
時

　
　
於
　
東
火
交
墨
蔀
蕗
謡
減
糟
窯

　
“
本
畢
人
文
科
學
薪
究
凝
助
教
授
叛
璃
吉
維
飯
が
「
閉
治
維
薪
史
と
階
級

礎
鞭
し
と
継
し
て
研
究
磯
毅
を
潅
れ
、
そ
の
婆
旨
は
諌
の
郵
き
も
の
で
あ

っ
丸
。

　
階
級
闘
償
の
立
揚
か
ら
閉
治
維
薪
を
欝
く
纒
史
槻
に
も
種
々
あ
り
、
そ

の
喫
機
を
農
鶏
、
下
級
弐
漁
、
綿
庫
…
、
マ
ニ
黒
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
プ
ル
ジ
箪

ア
ジ
！
螺
に
認
め
葛
鷹
揚
が
存
す
る
が
、
か
》
る
階
級
史
獅
即
か
ら
し
て
は

轡
輩
は
訟
明
し
つ
・
く
さ
れ
ぬ
。
明
治
維
新
を
謹
く
臨
、
封
蝋
闘
係
は
輕
脱

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
勿
諭
纏
濟
的
嚢
展
を
も
薇
め
ぬ
わ
睦
で
は
な
い
が
、

流
川
的
機
構
の
傭
饗
二
丁
と
い
ふ
気
か
ら
の
敷
策
に
よ
り
聡
濟
紬
…
驚
仙
展
が
一
災
求

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
身
分
制
の
打
破
が
申
心
を
な
し
て
み
る
。
覇
治
維

岬購

ﾌ
瀞
紬
代
韓
…
は
官
欝
臥
の
繊
円
鱒
｛
に
あ
り
、
こ
の
蹴
肖
難
茄
は
灘
穂
門
繭
円
纏
以
瀬
凪
を
鎌
樵
け

と
は
す
る
が
細
凧
濟
的
驚
幽
撮
の
離
…
災
　
将
は
な
い
。
明
治
蜂
㈱
懸
は
階
籔
翻
璽
に

よ
る
鍔
建
麟
の
打
敬
で
は
た
く
、
寧
轟
身
分
醐
の
崩
壌
が
申
心
を
た
し
、

從
っ
て
階
級
謎
糊
か
ら
し
て
は
説
覇
し
つ
く
す
寧
紋
繊
家
な
い
。

（
臆
　
後
）

六
八

爽灘號繭朗

惣
三
二
三
二
の
賃
存
的
諜
題
：
：
：
：

　
1
卑
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
諸
競
作
⑳
蔵
灘
と
搬
灘
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
握
聡
識
の

焦
礎
撫
…
薫
に
つ
い
て
　
（
鎌
）
．
。
．
．
．
．
．
．

就黒
い鞍
て諭
　懸
震の
醜胃
）A雛
　｝瓢

　懸
　に

糖
津
照
襯

閥
野
留
次
郎

山
本
清
幸



余1三‘

混

一
、
本
割
へ
入
含
1
4
希
望
の
方
け
二
以
都
富
左
山
銀
翼
田
串
酉
浦
町
唄
弘

丈
堂
内
京
都
哲
　
、
學
曾
【
係
宛
に
窺
魔
四
の
脅
見
費
を
お
鵬
…
込
下
さ
い

「
編
訟
瞥
筒
罵
燦
繭
累
熱
騨
一
九
五
五
山
ハ
番
　
｛
尿
鷲
W
哲
…
墨
丁
愈
円
」

一
、
前
金
切
れ
の
場
合
は
幣
封
に
「
荊
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
竃
ち
に
獅
沸
込
下
さ
い

　
、
奪
回
貝
の
輔
二
二
退
研
目
等
（
編
集
事
務
一
以
外
の
一
切
）
の
事
務

は
弘
轟
久
崇
…
内
鵡
尽
都
哲
［
學
奪
係
へ
櫛
　
樋
引
下
さ
い

…、

{
誌
の
編
集
に
驕
す
る
樋
富
・
新
判
轡
・
寄
賂
難
誌
馨
は
す

べ
て
四
宝
宛
に
お
眠
り
下
さ
い

コ
ヨ
へ
お
　
の
し
も
り

補
5
一
渚
ブ
導

重
學
部
内

京
都
哲
學
會

註
丈
規
定

一、

�
�
ﾈ
外
の
購
讃
庸
0
櫛
註
文
及
び
蛮
告
に
達
す
る
件
は

門、

X弘

苴
ｰ
」
へ
漁
町
医
↓
門
下
さ
い

…、

{
誌
の
脚
註
山
久
は
・
ず
べ
て
代
金
郵
税
戴
ハ
痢
金
に
て
お
溌
り

下
さ
い

一
、
塒
に
猟
翻
求
講
一
及
び
領
牧
誹
奪
を
要
す
る
鳩
脅
は
郵
雰
八
闇
闘

を
お
走
り
下
さ
い

昭昭
痢1瀦

十十
五凱
年年

八七
月
骨
五
摂
印
覇

月

編
集
人

焚
行
人

三
拝
人

印
刷
断

磯
行
厨

…
B
費
行

京鈴葉久三イ㌦京

1鹿撫∴都
巾　憩　　　學哲

欝欝毒學
9保翻勉論

弘
文
堂
印
刷
部

京
都
市
騰
申
顕
浦
町
沼
○

魯株
寵二式

1弘
黛
諮文：

響
蕪

k堂

定

簸

三

三
　
　
三

一
郵
穐

一

旦
四
蓋
闘
　
金
冠

六
器
（
前
金
〉

書
画
＋
旦
傘
命

率
二
舩
（
前
金
）

吾
撃
坐
金
三
＋
蕊

（誌

N
叉
は
｛
葬
毎
に
精
算
い
た
し
ま
す
）
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